
新年はじめてのグループ活動では「凧あげ」をしました。お正月に本格
的な凧あげを見た子もいれば、初めて凧に触れる子もいました。
ビニールに絵を描くとき、「バス！」「アンパンマン！」「〇〇ちゃん

（自分）！」と自分が描きたい絵を、生き生きと描いている様子に成長を
感じました。

凧の仕上げは保護者にしてもらお
うと思っていましたが、子どもたち
が「自分でやりたい」というので、
親子で取り組むことにしました。
テープを剥がしたり、紐をつけたり
細かい作業は難しかったけれど、頑
張って最後まで作りました。

やりたい！

紐通しは難易度が高かったです
が、細い凧糸を小さい穴に通すこ
とができた子どもたちは、満足そ
うな表情をしていました。

作り終わったあと
は校庭へ。手をあげ
ながら走るのは、な
かなか難しかったで
すが、少しずつ風を
つかんで、あげるこ
つが分かると
何度も何度
もトライする
様子が見られ
ました。

大人が行った方が早いことも、子どもが自
ら取り組み、成功を積み重ねることで自主性
や自己肯定感に繋がっていきますね。


